
開催概要 

「Reactive Oxygen Species（ROS）アッセイ」技術講習会 

日 時：2014年 10月 15日（水）13:00～17:20（受付は 12:30開始） 

場 所：国立医薬品食品衛生研究所（東京都世田谷区上用賀 1-18-1） 

11号館 3階 講堂 

アクセス：http://www.nihs.go.jp/nihs/index2.html#annai 

参 加 費：無料 

参 加 登 録：2014年 10 月 3日（金）17時までに、ご氏名・ご所属・ご連絡先（電話番号

および E-mailアドレス）を明記の上、info@jacvam.jpにお申込み下さい。   

折り返し受付票をお送りいたします。 

なお、定員（100名）になり次第締切ります。締切りの際は、当 HPにてお知

らせいたします。HP：http://jacvam.jp/jp/index.html 

主 催：日本動物実験代替法評価センター（JaCVAM） 

後 援：日本製薬工業協会（製薬協） 

≪プログラム≫ 

司会：岩瀬 裕美子（田辺三菱製薬株式会社） 

細井 一弘（参天製薬株式会社） 

13:00～13:20 開会挨拶   西川 秋佳（国立医薬品食品衛生研究所） 

       渡部 一人（製薬協，中外製薬株式会社） 
 

13:20～13:40 ICH S10ガイドラインにおける位置付け 

細井 一弘（参天製薬株式会社） 
 

13:40～14:00 試験法の開発と今後の展開 

尾上 誠良（静岡県立大学） 
 

14:00～14:30 JaCVAM多施設バリデーションの結果 

松本 康浩（あすか製薬株式会社） 
 

14:30～14:50 推奨プロトコール 

山本 敏誠（田辺三菱製薬株式会社） 
 

14:50～15:10 休憩 
 

15:10～15:40 光照射装置の紹介 

株式会社東洋精機製作所：Suntest CPS+ 

セリック株式会社：SXL-3000V2 

富士フイルムグラフィックシステムズ株式会社：SOL500 
 

15:40～16:40 試験法の実際と留意点 

若栗 忍（一般財団法人食品薬品安全センター） 
 

16:40～16:55 JaCVAM資料編纂委員会からの提言 

堀井 郁夫（ファイザー株式会社） 
 

16:55～17:10 質疑応答 
 

17:10～17:20 閉会挨拶   小島 肇（JaCVAM，国立医薬品食品衛生研究所） 
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